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従来,ネ コの後 シル ビウス上 回(PSG)の 求 心

路 に関 しては詳 しい研 究が 少 な く,逆 行性 細胞

変性 法 またはNautaの 変 性 軸 索 鍍 銀 法 を用 い

たい くつか の研究 が あ るが,い ず れ も決定 的 な

所 見 を得 てい ない(Akimoto et al.1), Niimi

 and Sprague14), Heath and Jones6), Graybiel4),

 Niimi et al.15)).

最 近,中 枢神経系の神経線維結合の研 究に画期

的 な新 しい 方 法 が 開 発 され,特 に過 酸化 酵素

(HRP)法 お よ びオー トラジオ グラフ ィー法 が

一般 に広 く用 い られ るよ うに な って きた
.最 近,

これ らの方法 を用 いたPSGに 関 す る研 究 が現

われ たが(Cavada and Reinoso-Suarez2), 

Symonds et al.23))い ま だ十分 に解明 され る域

に達 してい ない.

PSGは 従 来 その大部 分 は分野21に 属す ると考

え られ て きた が(Gurewitsch und Chatscha

turian5)),そ の 後PSGの 後 背 側 端 部 は分 野19

に 属 すべ きこ とが指摘 され た(Otsuka und

 Hassler18)).最 近PSGの 分 野19は そ の後 背側

端部 に限局 す る もの でな く,さ らに広 く腹側 方

に拡 が るこ とが指 摘 された. (Sanides and 

Hoffmann21), Tusa et al.24)).し た が ってPSG

はOtsuka und Hassler18)の 分 野19に 属 す る部

分(分 野19a)お よびTusa et al.24)の 分 野19に

属 す る部 分 でOtsuka und Hassler18)の 分 野19

を除 いた もの(分 野19b),な ら びに分野21の 後

腹側 部(分 野21b)に 分 か つ こ とがで きる.分

野21bは ほ ぼTusa and Palmer25)の 同 名部 に

相 当す る.な おPSGの 腹 側 方 に続 いた皮 質部

が 区別 され,こ れ は前方 は後 シル ビ ウス上 溝に

よって境 され,後 背側 方 は後外側 回に移行す る.

この部 分の背 側部 は分野20で あ り,腹 側部 は分

野36で あ る(Gurewitsch und Chatschaturian5),

 Heath and Jones6)).こ の 論文 は ネ コのPSGの

分 野19b, 21b, 20お よ び36にHRPを 注 入 し

た例 につ いて視 床内細 胞標識 を分析 し,こ れ ら

の皮質へ の視 床性 求心 路 を解 明せ ん とす る もの

であ る.

材 料 と 方 法

この研 究に は成熟 した11匹(16例)の ネ コが

用 い られた.ケ タラ ー ル で麻酔 したのち, PSG

お よび その腹側 にあ る皮質部 を露 出 し,そ の種

々の部位 に30%HRP(Sigma VIま た はToyobo

1-C)の0.05-0.1μlを 一 側 性 また は両 側 性 に

注入 した.視 床皮 質投射 は 同側性 であ るこ とは

一般 に認め られ てい るが
,実 験 の経過 中,一 側

性 注 入 を も行 な い,反 対 側 の視 床核 に細胞標

識が 出 ない こ とを確認 した.注 入部位 の決定 は

Otsuka und Hassler18)お よ びTusa et al.24,25)

らの附図 を参照 して行ない,あ とで組織学的に も検

討 した. HRP注 入は手動的に行 ない, Hamiltonの

マ イ クロ シ リン ジ を用 いて 単 一 注 入 を行 なっ
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た.特 に注 入が皮 質下 の 白質 に 及んで通過 線 維

か らHRPが 取 りこ まれぬ よう注意 した .注 入

して48時 間 後,動 物 に深麻酔 の もとに1%para

formaldehydeと1 .25%glutaraldehydeの0.1

M燐 酸 緩衝 液の 混合 液2000mlを 経 心 的 に注 入し,

灌 流 固定 を行 な った.脳 を摘 出後, 30%蔗 糖 を

含む0.1M燐 酸 緩衝 液に 入れ,低 温 に保 存 し,

 50μ 氷 結横 断切 片 を作製 し, 4枚 に1枚 の切 片

をLaVail et al.9)に 従 って0.05%の3,3'-diami

nobenzidine tetrahydrochloride(DAB)お よ

び0.01%H2O2を 含 む液 で反応 させ た.つ いで

ア ル コー ル ・ゼ ラチ ンで載物 グラスに貼 り,標

識 細 胞 の位 置 の正 確 な決 定 の ため 軽 くクレシ

ー ル ・バ イオ レ ッ トで後 染色 した
.一 部 の例 で

は, DABの か わ りにtetramethyl benzidineを

用 い るMesulam10)法 に よ っ て標 本 を作製 した.

 HRP法 の 詳 細に つい ては, Niimi and Matsu

oka13), Niimi et al.17)の論 文 を参照 され たい.

各 例 の注 入部位 は横断切 片か ら グラフ式 復元

図 を作 って示 した.各 例 の 注入部位 は標準 的 な

左側 大脳 半球 の 図の上 に全例 を記 入 し,各 例 の

図1.後 シルビウス上 回およびその腹側延長部皮質

におけ るHRP注 人部位.比 較の便宜のため,左 側

または右側に注入した例 もすべて左側の大脳半球 に

描いた. L(左)ま たはR(右)の つ いた番号は実

験 したネコを示す.

注入部位の位置の比較ができるように した(図1).

切片は明視野および暗視野照明によって顕微鏡

的に検索 し,細 胞体 お よび近位樹状 突起内に

HRPの 反応顆粒が含まれている時に標識 され

たものとみなした.各標識細胞はクレシール ・バイ

オレットで後染 された切片か ら描いた視床核の

輪郭図上に直接に点描 し,ま たは弱拡大の顕微

鏡写真の上に記入 した,な お視床核の区分につ

いてはNiimi and Kuwahara12)の 細胞構築的研

究に従った.

所 見

1. PSGの 後部(分 野19b)へ のHRP注 入例

Cat 381R

この例の注入部位は分野19bの 後背側端部で

分野19aの す ぐ前腹側に接 した部位である.標

識細胞は同側の視床の内側枕核の後部の背外側

部,特 にその腹内側の部分に最 も多く現われる

が,内 側枕核の内側部および腹外側部では少な

い.外 側枕核の後部では主 としてその外側部に

かな りの数の標識細胞が見られ る.下 枕核では

標識細胞はその後部の内側中央部に少数 の標識

細胞が認め られる.こ の例で特徴的なことは,

多数の標識細胞が外側膝状核のC1-C2に 見られ

ることである.こ れは注入部位が分野19aに 近

いことによると思われる.こ の例では髄板内核

などその他の視床核には標識細胞が認め られない.

Cat 377L

この例の注入部位は,分 野19bの 前部で, Cat

 381Rの 注入部位の前腹側にある. Cat 377L

における視床 内の標識細胞の出現および分布は

前の例 とかな り異っている.す なわち外側膝状

核のC1-C2に は全 く標識細胞が認め られないが,

 NIMに は少数の標識細胞が含まれる.内 側枕

核の標識細胞はその背外側部の後部の中央部に

見 られ,内 側枕核の内側部や腹外側部には認め

られない.外 側枕核 ではご く少数の標識細胞が

主 としてその外側半に見 られる.下 枕核にはか

なりの数の標識細胞が認め られ,そ の内側部 な

いし背内側部に多い.こ の例 では後外側核およ

び外側中心核にわずかの標識細胞が見られ,前

腹側核には少数の標識細胞が認められる.

Cat 373Rお よび373L(図2)
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これらの例の注入部位はPSGの ほぼ中央部

でCat 377Lの それの後腹側にあ り, Cat 373R

と373Lの 注入部位は それぞれ背腹側に並んで

ある.こ の例の標識細胞の分布は原則的には,

 Cat 377Lと 同様であるが,そ れよ りも内側枕

核および下枕核では標識細胞はやや少ないが,

外側枕核ではむしろ多い.そ の他の視床核では

ほとん ど標識細胞が見 られない. Cat 373Rで

は外側膝状核のNIMに わずかの標識細胞が見

られるが, Cat 373Lで は外側膝状核には全 く

標識細胞が認め られない.内 側枕核内側部の中

央部にはわずかの標識細胞が見られる.

Cat 371L

この例 では注入部位は分野19bの 腹側部で

Cat 373Lの 注入部の腹側に相当する.標 識細

胞の分布 はCat 373Lと ほぼ同様であるが,内 側

枕核背外側部の後部では主 としてその外側部に 多

数の標識細胞が認め られ,外 側枕核の内側中央

部および内側枕核の内側部(背 側の部分)で は

より多 くの標識細胞が見られ る.下 枕核の背側

部にはごく少数の標識細胞が見られる.他 の視

床核には標識細胞が認め られない,

Cat 366R

この例における注入部位は分野19bの 下端部

にあり, Cat 371Lの 注入部の前腹側にあ り,

分野21bに 近接する.標 識細胞の分布はCat

 371Lと 原則的に同様で,特 に内側枕核では よ

く似ているが,背 外側部においては標識細胞が

その外側端部に多い.外 側枕核 では標識細胞は

内側部に多く見られ,全 体 として内側枕核 と外

側枕核の境界部に多い.

小括

分野19bに おける注入例を全体 として見ると,

最 も著明に標識 を示すのは内側枕核背外側部の

後部である.こ こでは注入部位が腹側方に移動

す ると,標 識細胞は外側方に.移る傾 向がある.

分野19aに 近い部の注入例では内側枕核背外側

部の腹内側の部分に標識が見られるが,分 野19b

の注入が腹側方に行 くに従って内側枕核の背外

側部の背外側お よび外側の部分に標識細胞が 多

くなる.内 側枕核についで標識細胞の多いのは,

外側枕核 と下枕核である.外 側枕核の標識細胞

は分野19bの 背側部注入例では外側枕核の外側

部に標識細胞が認め られるが,腹 側部注入例で

図2. Cat 373Rに おけるHRPの 大 脳皮質注入部位(上 図)と 視床におけ る標識細胞(点)

の 分布(下 図)を 示す,右 上は大脳皮質表面,左 上は横断面における注入部位.
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は外側枕核の内側部に標識が見 られる.下 枕核

では分野19bの 背側部注入例では下枕核の中央

部 に,腹 側部注入例では背内側部 ないし背側部

に標識細胞が出現す る傾向がある.こ こで注 目

すべ きことは,分 野19b注 入例では外側膝状核

において標識細胞が著 しく少ないことである.

特に分野19の 特徴 と考えられているC1-C2の

標識は,分 野19aに 近い部位に注入されたCat

 381R以 外には全 く見 られない.

2. PSGの 前部(分 野21b)へ のHRP注 入例

Cat 367L

この例の注入部位は分野21bの 上端部で分野

21aと の境界部に近い部分にある.こ の例で著

明なことは,内 側枕核背外側部(腹 側の部分 と

中央部)と 下枕核 に標識細胞が多いことである.

特 に下枕核では中シルビウス上回における分野

21,す なわち分野21aへ の注入例 に比 し標識細

胞が著 しく多く,特 に背内側部に多く見られ る.

内側枕核腹外側部 においても標識細胞はかな り

多く見られるが,内 側枕核内側部ではわずかで

ある.ま た外側枕核では分野21a注 入例に比 し,

めだって少なく,そ の内側端部にごくわずか見

られるにす ぎない.外 側膝状核 では標識細胞は

ほ とんど見 られないが,そ の後部のNIMの 腹

側部ではわずかの標識細胞に遭遇す る.な お背

側外側核の外側部にはわずかの標識細胞が認め

られるが,後 外側核 には全 く見 られない.外 側

中心核(内 側部)で は,標 識細胞は分野21a注

入例よ りも少な く,ま た中心傍核(背 側部)に

おいても標識細胞は少ない.

Cat 372Rお よび377R(図3)

これらの例における注入部位 は分野21bの 中

央部にあ り,前 の例の腹側にある, Cat 372R

の注入部位はCat 377Rの それの前背側にあ り,

一部後シル ビウス上溝の後唇に及んでいる.こ

れ らの例でも内側枕核背外側部 に標識細胞が特

に多く,こ とにその背側の部分,一 部中央部に

ある,内 側枕核 の内側部および腹外側部には標

識細胞は非常に少ない.下 枕核 では標識細胞は

かなり多く見られ,特 にその内側部 と背側部に

多い.外 側枕核 の内部には少数の標識細胞が認

め られる.ま た外側膝状核のNIMに はわずか

の標識細胞がその後部の背側部に見 られる.外

側中心核お よび中心傍核には少数の標識細胞が

図3. Cat 377Rに おけ るHRPの 大脳皮質注

入部位 と視床における標識細胞の分布 を示す.
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認められ,前 腹側核お よび外側腹側核の背側部

にもわずかの標識細胞が見 られ る. Cat 377R

では背側外側核の外側部 にも少数の標識細胞が

認め られる.

Cat 379Lお よび369R

これ らの例 におけ る注入部位は分野21bの 前

腹側部で,前 述の2例 のそれの腹側にあ り, Cat

 369Rの 注入部位はCat 379Lの ぞれよりも腹

側にあ り,分 野21bの 腹側端に近い.こ れらの

例でも内側枕核の背外側部では標識細胞が著明

で,そ の中央部 と背側の部分に標識細胞が 多く,

特にCat 369Rで は背側の部分に多 く,多 少内

側枕核の内側部に拡がる.内 側部にはかなりの

数の標識細胞が認め られ るが,腹 外側部ではわ

ずかである.下 枕核 では少数の標識細胞がその

内側部ないし腹内側部に見 られる.外 側枕核で

は標識細胞が少な く,特 にその外側部および中

央部に認め られるが, Cat 379Lで はわずかで

ある. Cat 379Lで は外側中心核,中 心傍核,

前腹側核,外 側腹側核などでは標識細胞の分布

はCat 377Lと 原則的に同様であるが,全 体 と

して標識細胞が少な く, Cat 369Rで は前腹側

核以外のこれ らの核ではほ とんど標識が見られ

ない.

Cat 372L

この注入部位は分野21bの 後下端部にあ り,

後方は後外側回におけるTusa et al.24)の分野

18(Otsuka und Hassler18)の 分野19)と の移行

部に拡が る.最 も標識細胞が多いのは内側枕核

背外側部で,主 としてその背外側の部分に認め

られ,外 側枕核 との境界部に拡がる.内 側枕核

腹外側部には少数の標識細胞が見られる.下 枕

核では標識細胞はその背内側部にご くわずか認

め られるにす ぎない.外 側枕核ではかなり多く

の標識細胞がその外側部に見られる.な おこの

例では外側膝状核のNIMの 後部の背側部にや

や 多くの標識細胞が見られるのが特異である.

これは注入が一部後外側回における分野18に 波

及した もの と考 えられるが,こ の例では外側膝

状核のC1-C2に は標識細胞が見られない.

小括

分野21b注 入例で最 も著明に標識 を示すのは,

内側枕核 の背外側部で,内 側部 と腹外側部では

少ない.内 側枕核背外側部を中心 とした内側枕

核の標識細胞の分布 を分野21bに おける注入部

位 と比較すると,分 野21bの 背側部注入例では

内側枕核背外側部の腹側の部分に標識細胞が 多

く,注 入部位が腹側方に移動すると,内 側枕核

背外側部の背外側の部分で多くなり,分野21bの 後

腹側端注入例では,内 側枕核背外側部の背外側

端に標識が限局する.外 側枕核の標識は分野19b

注入例 とは逆 の関係 を示 し,分 野21b背 側部

注入例では外側枕核の内側部に標識が現 われ,

腹側部注入例では外側枕核の外側部に標識が現

われる.下 枕核では分野21bの 背側部注入例で

は標識細胞が多 く,特 にその背内側部に多い.

腹側部注入例では下枕核の内側部ないし腹内側

部に標識が見られる.そ のほか,分 野21b注 入

例では分野19b注 入例 と異なり,外 側中心核,

中心傍核,前 腹側核,外 側腹側核な どに標識が

見られる.外 側膝状核ではNIMの 後部に少数

の標識細胞が認められるが, C1-C2で は全 く

見られない.

3. PSGの 腹側にある皮質(分 野20お よび36)

への注入例

Cat 369Lお よび283L(図4)

これ らの例の注入部位は分野20の 外側面の中

央 よりやや腹側にあ り, Cat 369L注 入部位の

方がCat 283Lよ りわずか背側にある.視 床に

おける標識細胞の分布は分野21b注 入例 と原則

的に大 きい差異がない.内 側枕核 では標識細胞

が最 も多く,特 にその背外側部では 多数の標識

細胞が認められ内側枕核内側部の外側の部分に

も少数の標識細胞が見 られ,ま た腹外側部でも

標識細胞がやや 多く見 られ,さ らに膝上核,こ

とにその後部に も標識細胞が 多少 とも拡 がるが,

内側膝状核には認め られない.下 枕核および外

側枕核では標識細胞が非常に少ない.内 側枕核

および外側枕核の標識細胞の分布を見ると,内

側枕核の背外側部および腹外側部では,標 識細

胞はそれらの内側部に多く,ま た外側枕核では

その外側部に多い傾 向がある.こ の所見は分野

19bの 背側部注入例(Cat 381R)に よく似た所

見である.外 側中心核および中心傍核ならびに

前および外側腹側核にわずかの標識細胞が見ち

れる.な お外側膝状核 では後部の高さでC1-
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図4. Cat 369Lに お けるHRPの 大 脳皮質注

入部位 と視床における標識細胞の分布を示す.

図5. Cat 376Lに お けるHRPの 大脳皮質注

入部位 と視床における標識細胞の分布 を示す.
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C2層 の外側部およびNIMに ごく少数の標識細

胞が認め られる.

Cat 376Lお よび283R(第5図)

これらの例 のHRP注 入部位は分野36の 外側

面にあ り, Cat 376Lの 注入部位は分野36の 前

背側部で後シルビウス上溝の後唇に及んでいる

が, Cat 283Rの 注入部位は分野36の 後腹側部に

ある.こ れ らの例におけ る視床 内標識の分布は

多少特徴的である.す なわち標識細胞は内側枕

核に最 も多いが,上 述の諸例 とことな り,そ の

腹外側部に標識細胞が特に多い.内 側枕核の中

央部の高 さでは腹外側部の背内側の部分に標識

細胞が最 も多 く,そ れに近接 した背外側部およ

び内側部の部分にもかな りの数の標識細胞が見

られるが,後 方に行 くに従って標識細胞は主 と

して腹外側部の腹外側の部分に多くな り,そ の

腹側にある膝上核の方にも拡が り,こ の核にも

多くの標識細胞が認め られる.さ らに標識細胞

は内側膝状核の背側主部 にも拡が り,視 床の後

端部の高さでは内側膝状核のみに見られ る.な

お内側膝状核の大細胞部および腹側主部の腹内

側部にごくわずかの標識細胞が認められ る.内

側中心核,外 側中心核および中心傍核にはわず

かの標識細胞が見られる.外 側枕核には標識が

認め られないが,下 枕核 ではその内側部および

腹内側部に少数の標識細胞が見られる.

小括

分野20注 入例の視床標識については分野21b

注入例 と原則的に大 きい差異はない.最 も標識

細胞が 多いのは内側枕核であるが,分 野21b注

入例 よりもその腹外側部にやや 多く,膝 上核に

も認め られる.ま た下枕核 では標識細胞が非常

に少ない.分 野36注 入例では視床標識はかなり

特徴的で,内 側枕核では腹外側部に最 も多く,

その腹側の膝上核にも多 くの標識細胞が現われ

るが,内 側枕核の背外側部では標識細胞はむ し

ろ少 ない.分 野36注 入例で特徴的なことは,内

側膝状核,こ とに背側主部にかな り多 くの標識

細胞が出現することと,外 側枕核に標識がほ と

ん ど見られないことである.

考 按

PSGの 後背側端部(分 野19a)はOtsuka und 

Hassler18)の 分 野19に 相 当 し,こ の部 の皮 質投

射 につ い てはす でに報告 され てい る(Niimi et

al.16)).こ の 研 究 に よ る とPSGに お け る分 野

19aへ のHRP注 入効 果 は,内 側枕 核,外 側枕

核 お よび下枕核 に おけ る著 明な標 識の ほか,外

側 膝状核 のC1-C2お よ びNIMに お け る豊富

な標識 に よって特徴づ け られ る.上 述の著 者の

分 野19b,す な わ ちTusa et al.24)の 分 野19

(Otsuka und Hassler18)の 分 野19を 除 く)へ の

HRP注 入 は内側,外 側 お よび下枕 核 に 多数 の標

識 細胞が 見 られるが,外 側膝状核 のNIMに は

少数 の標 識細胞 が認め られ るのみで, C1-C2

で は 全 く標 識が見 られ ない.こ の ようにOtsuka

 und Hassler18)の 分 野19の 特 徴 であ る外側 膝状

核,こ とにC1-C2に お け る著 明な標識 が見 ら

れ ない点 は,こ の領 域が分 野19に 属 すべ きもの

か 疑問の あ る点 であ る.そ の標識細 胞の分 布 を

見 ると,む しろ分 野21bの 注 入例 に似て い る.

 Tusa et al.24)に よ る と, PSGの 分 野19は 全 体

として網膜局 在 的に構成 されて いる とい う.

Kawamura et al.8)は 分 野17, 18, 19, 21な ど

か ら視 床枕核群 へ の投射 をNauta法 で研 究 し,

分 野19と21か らの線 維は 内側枕 核 の腹外側部 の

内側 お よび背側 の部 分 な らびに外側枕 核 の外側

お よび背側 の部 分 に二重投射 をす る こ とを見 い

出 した.こ の ような投射 は内側お よび 外側 枕核

の境 界部 を 中心 にほぼ対 称的 に配列す る.し か

も枕核 群 で は 分 野19の 投 射 は網 膜 局 在 的 に終

わ る とい う(Kawamura et al.8), Updyke26)).

著 者 の例 で 分 野19bのHRP注 入 に よる視 床枕

核群 の標識 細 胞の 出現 も上 述の よ うに 内側 枕核

と外側枕核 の境界 の両 側 に対称 的に 出現 す る.

す なわ ち分 野19bの 背 側部 注 入例 で は内側枕核

背 外側部 の 腹 内側 の部分 と外側枕 核 の外側部 に

標 識が 出現 し,分 野19bの 腹 側 部注 入例 では 内

側枕 核背 外 側部 の背外側 お よび外側 の部 分 と外

側 枕核 の内 側部 に標識 が現 われ る(図6).

PSGの うち,分 野21aへ の 視床 性求心 路 につ

いて はすで に軸索 流法 を用 いた詳 しい研 究 があ

るが(Rosenquist et al.20), Robertsonl9), 

Symonds et al.23), Niimi et al.17)),分 野21b

へ の 視 床性求 心路 につ いては従 来 ほ とん ど報告

が なか った. Waller and Barris27)は 傷 が 中 シ
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図6.後 シルビウス上回におけ る分野19bへ のHRP注 入(B)に よ る視床枕核群 における標

識細胞の分布(A)を 示 す模式図.

図7.後 シル ビウス上 回における分野21bへ のHRP注 入(B)に よる視床枕核群 における標

識細胞の分布(A)を 示す模式図.分 野21aに お けるCat 302Lの 所 見はNiimi etal . (1983)に よ る.
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ル ビウス上 回か ら後 シル ビウス上 回に 及ぶ と後

外側核(内 側枕核)と 枕核(外 側枕核)に 強 い

逆 行性細 胞変性 が起 るこ とを指 摘 した.そ の後,

変性 法 を用 いた研 究で もPSG,こ とに その前部

は後部視 床,特 に内側枕 核 お よび外側枕核 の 後

部 な らびに下枕 核 な どか ら線 維 を受 け る ことが

知 られ てい る(Akimoto et al.1), cluver et al.3)

, Niimi and Sprague14), Heath and Jones6),

 Graybiel4), Niimi et al.15)). Robertson19)は

変 性 法 とHRP法 を用 い てネ コの頭頂 皮質へ の

視床 投般 を研 究 し,特 にPSGに つ い て は 触 れ

ていな いが,中 シル ビウス上 回の後部 は,内 側

お よび外側枕核 ならびに外側中る核 よ り線維 を受

けて いる と言 って い る.著 者のHRP法 に よる

所 見では, PSGの 前 部(分 野21b)のHRP注 入

で最 も強 い標 識 を示 すの は内側枕 核,特 に その

背外側部 で,次 い で下 枕核 お よび外側枕核 で あ

る.弱 い反応 は外側 中心核 な どに見 られ る.ま

た外側膝状 核 のNIMに もわず かの標 識が見 ら

れ るのが特 徴 的 であ る.な お分 野2lbの 後 下部

注入例(Cat 372L)で は,外 側枕 核 の背外側端

部に標 識細胞が現われるが,こ の部は歯状核 の小

細胞部 か ら線 維 を受 け る と言 われ る(ltoh et

 al.7)). Kawamura et al.8)に よ ると,分 野21に

傷 を与 え た場 合に は分野19と 同様 に終 末変性 が

内側 枕核 と外側 枕核 に二つ の柱 を作 り,分 野21

に お け る傷 が 腹側方 に移動す るにつれ てこれ ら

の柱は背側 で内側 枕核 と外例 枕核 の境 界に近づ

くとい う(図7).

分 野20は 従 来外側核 群,特 に後 外側核 の破壊

時に変 性が 見られている(Niimi and Inoshita11)).

ま た 分野20は 内 側枕核,外 側 枕核,膝 上核 に傷

が あ る場合 に変性 が あ る と言われ る(Niimi et

 al.15)). Heath and Jones6)に よ ると,分 野20破

壊 に よる終末変性 は,外 側枕核 と内側 枕核 との

境 界部に 多い と言 う.ま た彼 らの逆行 性変性 法

を用 い た研 究 で枕 核群 の 後部 に傷 があ る例 で

PSGが 初 め て変性 を起 こす とい う. Itoh et al.7),

 Cavada and Reinoso-Suarez2)ら はHRPを 分

野20に 注 入 し,そ の視 床性求 心路 を追求 した.

そ の所見 は著者 の それ と原則的に一 致す るが,

彼 らは背側 外側膝 状核 か らの求心路 につ いては

記載 して いな い.

分野20は 多くの人によって記載 された瞳孔収

縮領域(pca)に 相当し, Shoumura et al.22)

の後背側瞳孔収縮領域(pd-pca)に 相当する.

 Shoumura et al.22)はさらに分野20の 腹側の領

域に瞳孔収縮領域 を見出し,こ れを前腹側瞳孔

収縮領域(av-pca)と 呼んでいる.

分野36はGurewitsch und Chatschaturian5)

の分野36の 大部分にあたる, Heath and Jones6)

は分野36を 後シルビウス上溝(PS)の 一連の も

のと考えている.分 野36のHRP注 入で特徴的

なことは,内 側枕核腹外側部 と膝上核の標識の

ほか,内 側膝状核,こ とにその背側主部に標識

が現われることである.こ の内側膝状核の標識は

後シルビウス外野の後腹側部(そ の後堤 を含む)

へのHRP注 入による内側膝状核の標識 とかな

り一致する(Niimi and Matsuoka13)).

結 語

著者はネコの後シル ビウス上回およびその腹

側にある皮質部への視床性求心路 をHRP法 で

研究して次のような所見 を得た.

PSGの 後部,す なわち分野19bは 多数の線維

を内側枕核,こ とにその背外側部から受け,よ

り少ない線維を外側枕核および下枕核から受ける.

外側膝状核,こ とにそのNIMか ら少数の線維を

受けるが, C1-C2か らはほとんど線維を受けない.

PSGの 前部,す なわち分野21bは 内側枕核,

ことにその背外側部から多数の線維 を受ける.

また下枕核および外側枕核か らもかな りの線維

を受ける.分 野21bは そのほか,わ ずかの線維

を外側膝状核(NIM),膝 上核,外 側 中心核,

中心傍核な どか ら受け,ま た多くの例では前お

よび外側腹側核からもごく少数の線維を受ける.

分野20へ の視床性求心路は,分 野21へ のそれ

と原則的に同様 で,内 側枕核,こ とに背外側部

か ら最 も多くの線維 を受けるが,そ の腹外側部

および外側枕核か らやや多 くの線維を受ける.

しか し下枕核からはわずかの線維 しか受けない.

分野36は 内側枕核の腹外側部および膝上核か

ら多 くの線維 を受けるが,内 側枕核の他部か ら

の線維はやや少ない.こ こで注 目すべ きことは,

分野36が 内側膝状核,こ とにその背側主部の後

部か らかな り多くの線維 を受け ることである.



698 山 崎 良 麿

分野36は 外側枕核か ら線維 を受けないが,下 枕

核 および髄板内核か ら少数の線維を受ける.

稿を終えるにあたつて懇切な御指導 と御校閲を戴

いた新見教授に心から謝意を表します.

略 字 解

CD　 背側中心核

CeM　 正中中心核

CL　 外側中心核

GL　 背側外側膝状核

GM　 内側膝状核

NIM　 内側層間核(GL)

PI　 下枕核

PL　 外側枕核

PM　 内側枕核

PMD　 内側枕核背外側部

PMM　 内側枕核内側部

PMV　 内側枕核腹外側部

Sg　 膝上核
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This study aims to investigate the thalamic afferents to the posterior suprasylvian 

gyros (PSG) and its ventral continuation in the cat using the method of retrograde 
axonal transport of horseradish peroxidase. The PSG is divided into areas 19a, 19b and 

21b. Area 19a is included in area 19 of Otsuka and Hassler (1962), while area 19b is 

area 19 in PSG of Tusa et al. (1979), exclusive of area 19a. Area 19b receives many 

fibers from the dorsolateral part of the medial pulvinar nucleus, and less numerous fibers 

from the lateral and inferior pulvinar nuclei, but it receives only few fibers from the 

medial interlaminar nucleus (NIM) of the lateral geniculate nucleus. Area 21b, the 

anterior part of the PSG, receives numerous fibers from the medial pulvinar nucleus, 

particularly its dorsolateral part, and a lesser number from the lateral and inferior 

pulvinar nuclei. It receives very few fibers from the lateral geniculate (NIM), supragen
iculate and intralaminar nuclei. The ventral continuation of the PSG comprises areas 

20 and 36. Area 20 has thalamic connections similar to area 21b. However, it receives 

more fibers from the lateral pulvinar nucleus, and less fibers from the inferior pulvinar 

nucleus. It receives only a few fibers from both NIM and C1-C2 of the lateral geniculate 

nucleus and from the suprageniculate, dorsal lateral, posterior lateral and intralaminar 

nuclei. Area 36 receives projections largely from the ventrolateral part of the medial 

pulvinar nucleus and from the suprageniculate nucleus. It should be noted that area 36 
receives some fibers from the medial geniculate nucleus, particularly its dorsal principal 

part.


